
力
十

れ
る
o
然
る
に
こ
の
設
計
は
、
利
家
の
出
耐
山
長
目
的

亡
寸
丸
に
凶
作
し
・
剖V
九
年
に
京
っ
て
竣
工
し
た
。
同

に
よ
っ
て
姥
挺
せ
ら
れ
、
同
坂
口
を
正
門
、
石
川
門

一
年
川
知
外
民
臼
村
よ
白
川
仲
川
の
水
を
引
く
こ
と
二
車
、

口
を
出
山
手
に
定
め
た
。
文
献
花
年
刺
家
大
坂
に
在
り
二

之
を
諮
郊
の
照
援
に
槌
へ
さ
せ
、
亦
滞
侯
開
室
の
陪

金
制
仰
に
留
守
し
た
子
利
M
M
に
命
じ
て
石
川
を
築
か
せ

一
前
に
部
き
、
以
て
防
火
の
問
を
助
け
る
こ
と
を
刻
し

た
。
初
め
佐
久
凶
脱
政
の
入
城
し
た
時
、
本
丸
に
あ

一
た
o
即
刻
版
日
間
水
と
い
ふ
も
の
は
是
で
あ
る
o

こ

る
在
来
の
金
彬
御
防
を
民
館
に
光
て
、
利
家
の
就
封

ト
の
後
山
川
本
丸
中
に
は
伝
説
と
帯
す
る
も
の
及
び
三
日
間

し
た
同
亦
之
を
側
聞
し
た
。
飢
に
し
て
利
家
は
自
ら

一
約
を
存
し
た
が
、
後
者
は
上
耐
二
削
四
方
、
中
脳
三

民
間
を
製
造
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
そ
の
郡
山

一
間
四
方
、
下
脳
五
間
四
方
で
あ
っ
た
と
言
は
れ
る
。

は
全
く
明
脈
で
な
い
O

阿
国
民
間
年
利
家
の
姥
後
、
利

一
寛
永
新
進
の
山
間
闘
は
、
元
総
九
年
六
用
十
出
日
よ
り

反
対
凶
に
保
っ
て
叛
乱
せ
ん
と
し
、
徳
川
家
脱
が
時

一
改
築
せ
ら
れ
、
十
年
六
且
六
日
前
成
し
て
前

m綱
紀

に
討
伐
抵
を
一
蹴
世
ん
と
す
る
と
の
椛
J

品
が
大
坂
に
行

一
之
に
移
っ
た
が
、
六
十
倣
年
を
総
て
前
回
霊
敬
の
貨

は
れ
た
の
で
‘
利
伎
は
城
外
を
総
っ
て
附
削
品
川
耐
と
す

一
門
九
年
四
且
十
日
、

泉
野
寺
町
孫
昌
寺
の
失
火
に
よ

る
一
の
惣
椛
ナ
ザ
山
田
刑
務
さ
せ
た
。
六
年
徳
川
努
叩
ゅ
の

一
。
‘
金
制
叩
域
本
丸
・二，
丸
・一
こ
，
丸
の
諸
建
造
物
、
石

女
、
利
問
に
人
削
(
L
た
時
、
新
た
に
日
笠
を
本
丸
に

一
川
・河
北
二
門
以
下
亦
悉
〈
災
に
催
。
、
そ
の
残
存

情
へ
て
、
之
を
新
宅
と
群
し
た
o
誌
し
訟
仰
と
臥
別

一
し
た
も
の
僅
か
に
金
谷
御
殿
七
十
関
長
屋
・薪
，
丸
土

し
た
の
で
あ
る
o
七
年
十
』
陥
日
和
火
に
よ
っ
て
天

了
抽
・玉
栄
院
九
回
口
矢
品
川
門
及
び
問
所
の
土
確
に
泊

叩
闘
を
俄
き
、
娃
い
て
本
丸
の
山
間
闘
を
失
う
た
。
こ

一
ぎ
ず
、
本
丸
の
三
脳
相
亦
こ
の
時
に
焼
け
て
、
永
く

の
天
守
聞
は
、
利
家
の
時
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る

一
復
興
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
別
問
符
肢
の
時
文
化
引

が
、
後
川川
び
之
を
起
す
こ
と
な
〈
、
-}一肘
出
引
を
山
間
の

一
年
正
且
十
五
日
酉
中
刻
、
こ
，
丸
よ
り
火
を
設
し
、

川川
上
に
築
い
て
代
へ
た
o
十
出
年
第
三
川
利
問
、
江

一
回
目
附
・
橋
爪
門
等
を
焼
い
た
が
、
そ
の
梨
年
四
且

H

戸
川
が
附
の
命
を
判
中
じ
て
朽
古
屋
城
興
遣
の
助
役
に
従

一
六
日
に
液
成
し
た
建
築
は
、
延
い
て
明
治
に
及
ぶ
最

ひ
、
金制
仰
の
図
司
篠
脱
出
羽
一
平
に
命
じ
て
、
先
に

一
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
這
次
復
興
せ
ら
れ
た
こ
，
丸

述
べ
た
以
外
の
惣
慌
を
総
り
、
別
に
一
伐
の
惣
M
怖を

一
御
殿
の
建
坪
は
、
之
を
附
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
、

制
殺
さ
せ
た
。
凶
っ
て
削
誌
を
内
惣
仰
と

m
L、
後

一
そ
の
附
脳
建
物
と
uh
に
、
仕
千
九
百
九
十
制
作
を
有
し

者
を
外
惣
仰
と
い
」
。
元
利
六
年
十
二
且

H
四
日
投

一
た
。
明
治
二
年
七
且
削
間
出
山
中
版
籍
を
朝
廷
に
港
建

簡
の
失
火
に
よ
り
川
び
殿
山
間
を
全
焼
し
、
想
七
年
正

一
し
、
十
一
且
老
臣
木
多
氏
の
山
田
坂
邸
に
移
っ
た
。
而

月
議
管
に
椅
子
し
‘
四
且
竣
刻
し
て
移
従
の
俗
を
単

一
し
て
笛
滅
は
胤
臨
時
帥
箇
掘
削
の
後
、
四
年
八
且
兵
部
省
の

げ
た
が
、
こ
の
時
城
地
の
経
市
川

χ
和
制
間
延
し
た
と
い
一
所
管
に
川
町
し
、
五
年
二
且
陸
軍
省
所
融
制
と
な
り
、
六

ふ
。
宛
永
七
年
本
丸
の
低
附
に
殿
山
川
同
屈
を
湿
っ
た
。

一
年
兵
営
そ
設
け
ら
れ
た
。
之
よ
り
一
一
，
丸
の
隙
闘
は

八
年
四

H
十
凶
日
城
下
法
紡
寺
門
前
に
放
火
す
る
も

一
兵
令
の
用
に
充
て
ら
れ
.
九
年
四
且
本
丸
以
下
の
太

の
が
あ
っ
て
、以
内
辰
巳
矢
れ
・本
丸
も
亦
災
に
縫
っ

一
鼓
射
・
桶
門
を
剛
附
し
た
の
み
な
ら
ず
‘
十
四
年
一
且

t
o
Eに
於

νて
本
丸
四
地
、
民
戚
自
に
掠
し
〈
尉

-
十
日
目
輔
失
究
に
よ
り
ご
，
丸
御
殿
を
焼
い
た
か
ら
，

同
組
U
尚
U

・

m駆
'
か

v
b
M
Q
M川
聞
H
B
mバ
ピ
ぞ
白

桝
形
を
附
む
栴
慾
と
三
十
削
長
尽
の
み
で
あ
る
。

カ
ナ
ザ
ハ
ジ
ヨ
ウ
ダ
イ

金
運
域
代
金
抑
御
城

代
は
、
天
正
十
一
年
前
凶
利
家
が
石
川
・河
北
二
仰
を

羽
柴
秀
吉
よ
り
加
恩
せ
ら
れ
て
金
探
に
入
域
以
来
、

留
守
侮
に
令
兄
厳
人
利
久
を
城
代
と
し
た
を
初
と

し
、
天
正
十
入
年
に
は
前
間
五
郎
兵
衛
安
勝
之
を
勤

め
、
批
(
の
後
小
山
掠
入
右
術
門
秀
正
が
勤
め
、
大
坂
耐

役
に
は
奥
村
永
柄
入
道
快
心
が
勤
め
た
。
共
の
後
正

保
年
間
ま
で
は
不
明
、州
出
安
四
年
に
奥
村
河
内
妓
政
、

そ
の
後
明
凶
年
間
ま
で
不
明
で
あ
る
。
次
い
で
国

治
年
間
に
前
回
丹
後
直
時
・小
幡
宮
内
長
次
が
命
ぜ

ら
れ
、此
の
時
本
丸
と
一
一

J

丸
と
の
主
附
が
分
か
た
れ

た
が
、
見
文
四
年
商
御
丸
市
附
を
止
め
、
同
年
か
ら

九
年
ま
で
奥
村
伊
橡
筑
前
が
之
に
任
じ
た
o
X十
一

年
前
出
佐
渡
学
点
、
延
期
日
沌
年
奥
村
田
且
岐
防
穂
が
命

ぜ
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
こ
の
二
人
が
陶
年
充
勤
務
L
、

天
利
元
年
よ
り
貞
手
四
年
迄
は
奥
村
伊
抽
出
時
成
を
加

へ
て
三
人
格
る
々
々
勤
め
た
。
次
い
で
元
紘
一
冗
年
よ

り
は
御
用
番
か
ら
取
捌
い
た
が
、
五
年
一
再
び
前
問
駿

河
守
孝
貞
之
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
年
六
且
よ
り
父
御
用

番
が
勤
め
た
。

十
四
年
村
井
出
雲
親
長
、
正
徳
元
年

か
ら
御
用
香
取
捌
と
な
り
、
同
二
年
前
回
美
作
守

孝
行
、
苧
保
六
年
奥
村
伊
抽
出
守
有
制
が
命
ぜ
ら
れ
、

前
回
学
点
以
後
』
」
ー
ム
に
主
る
ま
で
一
人
役
で
あ
っ

た
。
十
五
年
航
山
大
和

q
民
林

・本
多
安
房
守
政
昌

二
人
相
班
び
、
延
卒
五
年
奥
村
助
右
衛
門
修
古
が
命

ぜ
ら
れ
て
又
一
人
役
と
な
り
、
貸
隠
七
年
正
且
村
井

以
後
守
長
壁
の
卒
後
、
同
年
十
二
且
十
六
日
本
多
安

房
守
政
行

・
前
田
駿
河
守
孝
昌
の
爾
名
に
御
城
方
御

用
向
を
詰
分
勤
む
ベ
〈
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
び
、
制
後

期
人
の
定
員
と
な
り
、
職
名
も
金
制
押
御
城
方
御
用
主

附
と
い
ひ
、
話
升
役
に
な
っ
た
。

カ
ナ
ザ
ハ

P
V

企
置
韓
併
馳

一
八
六

内
に
在
っ
て
、
も
と
刷
出
資
闘
の
施
設
た
る
竹
搾
御

殿
の
銀
守
で
nH
公
の
制
品
開
を
府
中
山
叫
し
で
あ
る
。
金
祢

白
山
芯
に
文
政
二
年
目=
且
創
始
と
す
る
の
は
制
酬
で
、

同
年
は
品
川
内
御
殿
創
始
前
だ
か
ら
、
銀
守
の
白
か
れ

や
う
は
な
い
。
こ
の
御
殿
は
文
政
六
年
に
起
っ
て
、

初
は
も
と
こ
の
地
に
在
っ
た
早
校
附
凶
の
天
悩
冨
を

銀
司
に
代
用
し
て
民
た
の
で
あ
る
が
、
七
年
の
初
そ

れ
を
新
製
校
の
凶
内
に
移
L
、
伯
州
内
御
殿
の
銀
守
と

し
て
別
の
天
泌
宮
を
起
し
た
こ
と
は
、
出
世
村
伊
政
守

淡
町
の
都
い
た
官
私
悩
鉱
文
政
七
年
二
月
十
一
日
の

僚
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
年
肺
門
院
卒
し
て
後
御
肢
を

投
っ
た
が
、
竹
仰
天
耐
の
み
は
向
存

L
、
明
治
五
年

に
竹
洲
仰
天
榊
祉
、
七
年
六
且
に
ま
た
金
抑
制
祉
と
改

稿
し
た
。

カ
ナ
ザ
ハ
ジ
ン
シ
ャ
ラ
イ
レ
キ

金
濯
紳
祉
来
歴

一
加
。
明
治
十
二
年
森
川
平
次
科
、
品
川
六
川
内
に
あ

る
金
抑
制
枇
の
来
問
、
そ
の
邸
内
な
る
金
洗
州
仰
の
川
開

設
等
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ザ
ハ
チ
ズ

金
漂
地
問
滞
老
杭
山
氏
の
所

肢
に
市
山
治
か
ら
党
支
五
六
年
頃
ま
で
の
金
持
分
附
大

給
制
が
あ
っ
た
。
大
さ
三
間
四
方
。
父
森
川
平
次
磁

の
附
は
、
防
相
附
六
尺
ご
寸
阻
止
出
尺
四
寸
、
滞
士
山
邸

の
間
以
と
姓
名
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
亦
立
文
巾
の

・
も
の
で
あ
る
o
X
侯
併
前
川
家
に
延
釘
七
年
八
且
九

日
と
氾
し
た
地
凶
が
あ
る
が
、
品
副
蝕
甚
だ
し
い
。
有

悌
武
l

只
は
前
記
杭
山
氏
問
拠
地
附
を
三
分
十
聞
に
縮
少

t
て
、
元
政
九
年
か
ら
亭
保
十
九
年
に
来
る
ま
で
三

十
九
年
附
を
開
抗
し
て
補
正
し
、
そ
の
上
部
室
刷
に
加

州
金
抑
正
極
之
大
凶
停
と
し
て
、
金
制
仰
の

mMm・械
ド

得
失
考
・
加
州
企
神
町
四
之
制
成
之
併
を
記
入
し
た
。

そ
の
後
天
保
元
年
十
こ
且
に
金
持
分
刷
給
酬
が
完
成

し
た
が
、
そ
れ
は
返
糠
高
斑
町
監
督
の
下
に
、
西
村

古
代
令

ゐ
卑
掬
躍

w・
京
・司
ハ
闘
関


